虚血連鎖の臨床的観察 : ドブタミン負荷コントラストエコー法を用いた検討 by 兵頭, 永一
氏     名 兵 頭 永 一
学 位 の 種 類        博   士（医  学） 
学 位 記 番 号        第4476号 
学位授与年月日  平成16年3月25日 
学位授与の要件  学位規則第4条第1項該当者 
学 位 論 文 名         Observation of the Ischemic Cascade in Humans U ing Contrast Echocardiography 
During Dobutamine Stress 
（虚血連鎖の臨床的観察－ドブタミン負荷コントラストエコー 法を用いた検討） 
論文審査委員        主 査 教 授 吉 川 純 一   副主査 教 授 井 上 佑 一 
副主査 教 授 岩 尾   洋 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】心筋虚血下において虚血連鎖と言う現象が報告されているが臨床レベルでは検討されていない。 
【目的】ドブタミン負荷時における虚血下で臨床的に虚血連鎖が観察可能であるか検討すること。 
【方法】対象は虚血性心疾患が疑われ心臓カテーテル検査を受けた連続患者53例。ドブタミン負荷前と20γ、
40γ負荷中にコントラスト剤併用下にて経胸壁心エコー法にて壁運動を記録し、心筋コントラストエコー法（MCE）
にて心筋染影を記録した。MCEはPhillips Medical Systems社製SONOS5500を用い、レボビストを持続静脈内投
与し、間歇送信法を用いて心筋染影を得た。各々の心拍で関心領域の心筋染影度と送信間隔をプロットし、y=A
｛1-e(-βt)｝に近似させ、ドブタミン負荷前、20γ、40γ負荷時のβを求め、負荷時／負荷前の比からβ ratio
を求めた。また、壁運動に関しても点数化を行った（Wall motion score）。 
【結果】エコーイメージの悪い3例を除外した対象を心臓カテーテル検査によって得られた結果からLAD狭窄率
≦50％（非狭窄群 25例）、＞50％（狭窄群 25例）の2群に分けた。非狭窄群と狭窄群間で、ドブタミン20
γ、40γ負荷時にβratioは有意差を認めた（2.0±0.34 vs．1.5±0.47 ｐ<0.05、2.7±0.95 vs．1.1±0.51 
ｐ<0.001）が、Wall motion scoreは20γ負荷時には有意差を認めず、40γ負荷時にのみ認めた（1.1±0.44 vs．
1.3±0.43 ｐ=0.11、1.0±0.20 vs．2.0±0.78 ｐ<0.01）。ドブタミン負荷時に、狭窄群では12例（48％）で
心筋染影異常が壁運動異常に先行し、12例（48％）では同ステージに観察され、1例（4％）ではどちらも観察
されなかった。 
【総括】今回ドブタミン負荷時における虚血下で心筋染影異常が壁運動異常に先行し、臨床的に虚血連鎖が観察
可能であった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【背景】心筋虚血下において虚血連鎖と言う現象が報告されているが臨床レベルでは検討されていない。 
【目的】ドブタミン負荷時における虚血下で臨床的に虚血連鎖が観察可能であるか検討すること。 
【方法】対象は虚血性心疾患が疑われ心臓カテーテル検査を受けた連続患者53例。ドブタミン負荷前と20γ、
40γ負荷中にコントラスト剤併用下にて経胸壁心エコー法にて壁運動を記録し、心筋コントラストエコー法（MCE）
にて心筋染影を記録した。MCEはPhillips Medical Systems社製SONOS5500を用い、レボビストを持続静脈内
投与し、間歇送信法を用いて心筋染影を得た。各々の心拍で関心領域の心筋染影度と送信間隔をプロットし、y=A
｛1-e(-βt)｝に近似させ、ドブタミン負荷前、20γ、40γ負荷時のβを求め、負荷時／負荷前の比からβratio
を求めた。また、壁運動に関しても点数化を行った（Wall motion score）。 
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【結果】エコーイメージの悪い3例を除外した対象を心臓カテーテル検査によって得られた結果から左前下行枝
狭窄率≦50％（非狭窄群 25例）、＞50％（狭窄群 25例）の2群に分けた。非狭窄群と狭窄群間で、ドブタミ
ン20γ、40γ負荷時にβratioは有意差を認めた（2.0±0.34 vs l.5±0.47 p＜0.05、2.7±0.95 vs l.1±0.51 
p＜0.001）が、Wall motion scoreは20γ負荷時には有意差を認めず、40γ負荷時にのみ認めた（1.1±0.44 vs 
l.3±0.43 p＝0.11、1.0±0.2 vs 2.0± .78 p＜0.001）。ドブタミン負荷時に、狭窄群では 12例（48％）で
心筋染影異常が壁運動異常に先行し、12例（48％）では同ステージに観察され、1例（4％）ではどちらも観察
されなかった。 
【総括】今回ドブタミン負荷時における虚血下で心筋染影異常が壁運動異常に先行し、臨床的に虚血連鎖が観察
可能であった。 
 よって、本研究は臨床的に虚血連鎖が観察可能であることを示したことから、本研究者は博士（医学）の学位
を授与されるのに値するものと認められた。 
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